
　◆事務事業の概要◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 減額

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

○敬老会補助事業については事業の縮小・廃止の方向で検討しているが、地域で開催する敬老会
がなくなることにより、地域の活力が失われる可能性が懸念される。しかし、公平性の面ではやはり
見直しが必要である。
○敬老祝品事業については、Ｈ２５年度事業見直しし、対象者の削減により事業縮小する。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

2

敬老祝品支給事業

Ｂ Ｂ Ｃ

Ｈ２５年度に支給対象者の見直しを行い、Ｈ２９年度からは対象者を削減す
る。

1

敬老事業

Ｂ Ｂ Ｃ

地域の活性化のため敬老事業は維持したいが、開催方法が、旧市町村単
位、分館単位と異なるため公平性の面で検討が必要。

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

0

一般財源 6,413 5,598 8,036

地方債 0 0 0

その他 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

事業費の合計（千円） 6,413 5,598 8,036

0 0

支給件数 件 237 250 246 250 事業 維持

62 事業 維持

2
敬老祝品支給事業 4,351 3,580 5,951 予算 減額

予算 減額

目標（成果）指標名 単位

開催数 回 62 60 61

重点
細事
業事業の方向性

1
敬老事業 2,062 2,018 2,085

枝
番

細事業名
H26

決算額
H27

決算額
H28当初
予算額

H29以降の
予算の方向性

H26実績値 目標値 実績値 H28目標値

3000 3000 3000
参加人数

実績値

敬老会参加者数
人 3044 4000 2825

目標（成果）指標名
単位

26年度
実績値

27年度（評価年度） 28年度
目標値

29年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

対象 敬老会補助事業：75歳以上高齢者　　敬老祝品支給事業：95歳以上高齢者（支給区分あり）

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

長寿を祝福し、高齢者の福祉の増進を図る。

Do

H28施政方針 該当無し H28：重点●政策○ -

事業
概要

・敬老事業実績（H2７年度）　実施団体61団体、参加者数2,825人
・敬老祝品支給事業　95歳（1万円相当祝品）157人　100歳（5万円相当祝品）25人　105・110歳（5万円相当祝品）3人
　　　　　　　　　　　　　　101～104、106～109、111～114歳（1万円相当祝品）61人

将来ビジョン ４．安全・安心な地域づくり　(3)過疎化に対応した地域づくり H26：重点●政策○ -
H27施政方針 １．人口減少対策　（2）暮らしやすい環境づくり　② 高齢者の生きがいづくり H27：重点●政策○ -

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

佐渡市補助金等交付規則・佐渡市敬老祝品支給事業実施要
綱

1411

事務事業名 敬老事業 開始年度 平成16 終了年度 未定

平成28年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成27年度実績） 担当課 14高齢福祉課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 4610 事務事業コード


